
区　民　会　議　（試　行）　委　員　か　ら　の　提　案　課　題

№ 分野 課題名 内容 現状の区民の取組み 課題の解決策（案）

1

「麻生八景」にふさ
わしい麻生川

・フェンスの内外に雑草がはびこって
いて景観が良くない
・川もきたない

清掃活動の実施 ・麻生川周辺の人達で区域を決めて除草等を整備す
る。
・魚の住む川にする

2

麻生川の親水性 コンクリート製の深い（高い）河岸の改
善による水辺を親しみのある川にデザ
インする。同時に桜を守る｡

3

緑のまちづくり ・市の緑化推進重点地区である｡
・ヒートアイランド現象の緩和に、地球
温暖化対策に。
・区民の健康づくり、ウオーキング運
動に。
・駅周辺・麻生川の両岸の緑化。

・ ・住民の緑化への意識の向上。
・自主的に住民が維持管理に参加する｡
・街路樹を増やしてイメージアップ。
・機会あるごとに植木の苗木を配布する。（例えば新
入学生など）

4

樹冠線の保存 多摩丘陵の原風景を守るため、小田
急線から眺望する樹冠線を保存する｡

・地主に対する税法の優遇等都市計画法的処方。
・緑地保全、市民によるファンドの設立等｡
・樹冠線を形成する地主の協力を依頼し、保存林等
の方策を講じる。

5

美化運動 ごみ置き場の廻りなどに植えられる場
所があれば、花などを植える。

・美しい町にする

6

都市農業の存続 ・後継者不足
・農外収入の確保
・農地法の制約

農業収入確保策として､
地域に直売所を設置

7
子
育
て

子ども支援 乳幼児の虐待、放置、ひきこもり、不
登校、非行など、子どもの問題行動と
同時に親の問題行動や責任が問われ
ている｡

民生委員・児童委員・保
育園・わくわくプラザ、子
ども会など子ども支援機
関や団体はたくさんある
が、各団体の情報はバラ
バラであり、行政との話し
合いや情報交換・共有化
がなされていない。

・保健所と市民館が連携して、親の学習と親子の支援
を行ってはどうか｡
・行政がサービスを提供するにあたっては親の経営参
加と適正な費用負担を求め、責任と満足度の高い
サービスを提供する｡
・区内の子育て情報のネットワークを早急に進める｡

自
然

（
麻
生
川
・
み
ど
り
・
農
業

）
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№ 分野 課題名 内容 現状の区民の取組み 課題の解決策（案）

8
子
育
て

市民のマナー向上 子育て、母親教育を実施する(母親学
習会）。

・地域で地域の子どもの教育をする。
・自分の子どもと同様に他人の子どもにも暖かい心で
教育的アドバイスをする。
・こどものマナー向上は大人のマナー向上である｡
・地域が育てるエトス(地域精神・ふるさと意識）
・誇れる我が街

9
防
犯

安全なまち ・老年人口の割合の高い区なので安
心して外出できる｡
・自然災害の対策
・子ども、青少年が安心して遊べ行動
ができる。
・交通安全対策、防犯対策

・危険と思われる場所、事故がおきやすい所をなく
す。
・道路改良（整備）をする。
・地域の住民の相互協力
・学校・地域・警察の協力

10
ス
ポ
ー

ツ
振
興

スポーツ活動の推
進

スポーツ振興会を中心に、ニュース
ポーツへの取組み。研修会から大会
へ。

11
芸
術

麻生区に住んでい
る誇り

「音楽のまちあさお」を推進する ・区役所ランチタイムコンサートをもっと頻繁に開催す
る
・練習スタジオを呼び込む
・音楽家の税金を安くする
・音楽家（学生など）の下宿代を安くする
・若者の音楽広場を開放する
・ミュージックストリートを作りたい
・新･古楽器屋さんも安く参加してもらう

12
住
民

自
治

住民自治によるま
ちづくり

明るい社会

13
尻手黒川線の早期
開通

尻手黒川線の早期開通と柿生駅周辺
の都市整備

住民の意見集約で地主の説得を図る｡

14

世田谷町田線の交
通改善

麻生区の交通渋滞の主原因は世田
谷町田線の渋滞が元凶であり、これを
解決すれば車の流れがスムーズにな
る

・右折レーンを設置｡
・立体街並み設計を考える｡
・都市計画用途地域等の改正、改善を考える｡

15
経
済

商店街の活性化 ・地域購買力の区外流出
・新百合ヶ丘駅に集中する交通網

16
そ
の
他

百合丘と新百合ヶ
丘

新百合ヶ丘は全国的に有名になった
が、本家の百合丘は伸びあぐねてい
る

道
路
整
備
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